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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時 30 分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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市の人口・世帯数６月末日現在（カッコ内は前月比）

August 2020
No.1162

8

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒586-8501（住所不要）
☎ 0721-53 -1111（ 代 表 ）

くろまろ塾の認定講座や催しはこのマーク
今後の予定など詳しくは市ホームページをご覧ください。

人口 男 女 世帯数

103,791(-134) 48,934(-85) 54,857(-49) 47,515(-23)

広報かわちながの 2020 年（令和 2 年）８月号

特集１

新型コロナウイルス感染症対策関連記事

市民生活を支え、消費喚起を促す地域経済活性化策

　市立小中学校の保健室などに空気清浄機や間仕切り
用パーテーションなどの対策備品を配置し、熱中症対
策として体育館などで使えるスポットクーラーを増設
します。また、教員が子どもたちと向き合う時間を確
保するため、感染症への対応など教員の業務支援を行
うスクールサポートスタッフなどを配置します。
�教育総務課または教育指導課

安心して学べる教育環境の整備

保育士などに商品券を配布
　休業できない事業所で働く保護者を支援するため、
感染リスクと闘いながら保育を継続した市内の保育所
などに勤務する保育士などに２万 5000 円分の商品券
を配布します。
対象　民間（私立）の保育所、認定こども園、幼稚園
に雇用されている人
※プレミアム付商品券の使用開始に合わせて施設を通
じて配布します。
�子ども子育て課

新型コロナウイルス感染症対策関連記事特集1

　９月下旬より、市内の取扱店で使用できるプレミア
ム付商品券を販売します。また、市内のバス・タクシー
で使えるお得なチケットを同時販売します。
※購入方法・販売場所など詳細については９月中旬に
世帯主宛に購入案内を送付します▷何らかの事情によ
り個別送付が必要な人は８月 20 日㈭までに市役所（産
業観光課）へご相談ください。
対象　７月 31 日現在で本市の住民基本台帳に記載され
ている人
①プレミアム付商品券
販売額　3000 円（額面１万円▷市民一人１冊購入可能）
②バス・タクシーのチケット
販売額　バス＝市内のバス１日乗り放題チケットを 200
円（通常 650 円▷市民一人 2 枚まで購入可能）、タクシー
＝市内タクシーの初乗り運賃（680 円▷市民一人１枚購
入可能）に利用できるチケットを 200 円で販売
�プレミアムコールセンター（市役所内）
●プレミアム付商品券の取り扱い店舗も募集
　８月 20 日㈭まで取り扱い店舗を募集します。
※詳しくは下記へお問い合わせください。
�河内長野市商工会（☎ 53-9900）

プレミアム付商品券と
バス・タクシーのチケットの販売

　本市がキャッシュレス決済事業者と連携し、市内中
小事業者などの対象店舗においてキャッシュレス決済
サービスを利用すると、決済金額の最大 20％のプレ
ミアムポイントが還元されるキャンペーンを 9 月 1 日
～ 10 月 31 日まで実施します。詳細が決定しました
ら市ホームページや本紙９月号でお知らせします。
�プレミアムコールセンター（市役所内）

キャッシュレスポイント
20％還元

　地域の観光魅力を再発見するため、市民がキャン
ペーン参加の市内宿泊施設や観光施設を利用した際
に、参加施設や店舗で使用できるポイント付き電子商
品券を配布します。
ポイント付与（1 人あたり）　宿泊施設の宿泊メニュー
利用時＝最大１万円相当、宿泊施設の日帰りメニュー
利用時＝最大 2000 円相当、観光施設の対象メニュー
利用時＝最大 500 円相当
期間　8 月中旬～ 11 月 30 日▷予算額に達した場合
は期間内であってもキャンペーンを終了します
※キャンペーンの開始日や参加施設・店舗など、詳細
が決定しましたら市ホームページや本紙９月号でお知
らせします。
�プレミアムコールセンター（市役所内）
●キャンペーンに参加する飲食店や土産販売の店舗も
募集
※詳しくは下記へお問い合せください。
�産業観光課

かわちながの
観光キャンペーン

　新たな生活様式に対応した避難所運営のために、パー
テーション、消毒用次亜塩素酸水、非接触式赤外線体温
計、サーマルカメラ（熱検知カメラ）などを避難施設
に整備します。また、体育施設の換気対策として、更
衣室などの密閉空間に換気扇を整備し、総合体育館に
サーキュレーター（送風機）などを設置します。
�危機管理課または文化・スポーツ振興課

公共施設の感染予防対策

感染症の影響を受けた
全ての市民のみなさんと、
幅広い事業者への支援、

地域経済の立て直しを目的とした
新たな事業を行います。

�政策企画課
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新型コロナウイルス感染症対策関連記事特集1

　新型コロナウイルス感染拡大で不安やストレスを感じている人
のために公認心理師が相談に応じます。
とき　８月 21 日㈮、９月 28 日㈪午前９時 40 分～午後３時 10 分
申込　電話で事前予約
�保健センター ( ☎ 55-0301)
◎新型コロナウイルス感染症に関する市民向けコールセンター

（病状の相談など）については──☎ 55-0301、� 55-0394（平
日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）へ

避難所での感染症対策
今年も川が増水しやすい出水期を迎え、大雨や台風などで

災害の発生が予測される場合には避難所を開設します。
避難所では次の対策を行いますのでご協力をお願いします。

　市内の企業や団体から様々な地域貢献があり、感謝状を
贈呈しました。このほか、様々なご協力・ご支援の申し出
が寄せられています。市庁舎や学校、福祉の現場などで活
用させていただきます。ありがとうございます。
●河川を美しくする市民の会──薬用ハンドソープを寄贈
( ６月４日 )
●㈱大阪ケース製作所および河内長野市商工会女性部──
スクールデスクパーテーションを寄贈 ( ６月８日 )
●明和開発㈱──フェイスシールド・除菌アルコールスプ
レー・マスクなどを寄贈 ( ６月９日 )
●ひさしっくす──飛沫感染防止パーテーションを寄贈
( ６月 29 日 )

　新型コロナウイルス感染症の感染者
と接触した可能性について、通知を受
け取ることができる、スマートフォン
のアプリです。
●本アプリは──
　利用者本人の同意を前提に、スマー
ト フ ォ ン の 近 接 通 信 機 能（ ブ ル ー
トゥース）を利用して、お互いに分か
らないようプライバシーを確保して、
新型コロナウイルス感染症の陽性者と
接触した可能性について、通知を受け
ることができます。
●利用者は──
　陽性者と接触した可能性が分かるこ
とで、検査の受診など保健所のサポー
トを早く受けることができます。利用
者が増えることで、感染拡大の防止に
つながることが期待されます。
※詳しくは「厚労省　接触確認アプリ」
で検索を。
�危機管理課

　今夏は、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、新し
い生活様式を実践しながら、熱中症にも注意しなければなりま
せん。高温や多湿といった環境下でマスクを着用すると熱中症
のリスクが高くなるおそれがあるため、屋外で人と十分な距離

（少なくとも２㍍以上）が確保できる場合にはマスクを一時的
にはずして休憩し、のどが渇いていなくてもこまめに水分補給
を心がけるようにしましょう。
�保健センター（☎ 55-0301）または消防署救急係（☎ 53-5681）

「新しい生活様式」における
熱中症予防

接触確認アプリ
COCOA

　１人につき 10 万円が支給される「特別定
額給付金」について、申請が済んでいない人
は忘れずに申請してください。また、家族の
申請状況についても改めてご確認ください。
一人ひとりのお手元に給付金が届くよう、引
き続きご協力をお願いします。
受付期限　８月 20 日㈭（当日消印有効▷オン
ライン申請も同期限）
●受給を希望しない場合は──
　受給を希望しない人に
ついても、意思確認の
ためお手数ですが申請書
の提出にご協力ください

（「受給しない」のチェッ
ク欄に×印を記入してく
ださい）。
●申請書が届いていない、紛失した場合は──
　申請書を再発行しますので、下記へお問い合
わせください。
●申請書を提出してから２週間以上たっても入
金されていない場合は──
　書類不備の可能性がありますので、下記へお
問い合わせください。
�特別定額給付金チーム

特別定額
給付金の申請

相談してください

ありがとうございます
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●基本給付
①６月分の児童扶養手当を受給している人に８月下旬に振り込み
ます（申請不要）。
②公的年金などを受給していることにより児童扶養手当を受けて
いない人に給付します（申請が必要）。
③新型コロナウイルスの影響を受けて収入が児童扶養手当受給世
帯と同等水準まで減少した人に給付します（申請が必要）。
給付額　①～③いずれも１世帯５万円、第２子以降１人につき
３万円
※②および③に該当すると思われる世帯には８月に申請案内を送付
しますが、８月中に案内が届かない場合はお問い合わせください。
●追加給付　
①または②に該当する世帯のうち、新型コロナウイルス感染症の
影響を受けて家計が急変し、収入が減少した人に給付します（申
請が必要）。
給付額　１世帯につき５万円
�子ども子育て課

臨時特別給付金を支給

◎
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
ま

め
に
水
分
補
給
す
る

◎
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
な
ど
に
な
ら

な
い
よ
う
に
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
軽
い

運
動
を
す
る

◎
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
職
員
に
知

ら
せ
る

◎
体
調
不
良
か
確
認
す
る
た
め
、
食

事
の
前
に
は
検
温
を
行
う

�
危
機
管
理
課

▼㈱大阪ケース製作所と河内長野市商工会女性部から寄贈されたス
クールデスクパーテーション。市内小学校の全児童の机と放課後児
童会に設置し、飛沫防止用に活用します。

お忘れなくご利用を

企業や団体からの
寄贈やご協力

ご注意ください

ひとり親世帯が対象

こころの悩みに関する相談
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特集2 ひきこもりの現状と支援

ひきこもりの悩み
誰かに話してみませんか
ひきこもりは誰にでも起こりうることで、決して特別なことではありません。
ひきこもっている本人は居場所がない、対人恐怖を感じるなどの困難を抱えています。
その要因は、学校や仕事上でうまくいかなかったこと、家庭や病気のことなど様々です。
周りの家族も不安を抱えていることでしょう。
その困難や不安を和らげるためにも、専門機関（8ページ参照）にご相談ください。
身近な家族が、まずは一歩、踏み出してみましょう。
� 生活福祉課 または いきいきネット相談支援センター（連絡先は8ページ参照）

ひ
き
こ
も
り
と
は

現
状
と
課
題

ひきこもりの現状と支援特集2

大きな挫折を避けつ
つ、本人に合う社会参
加を段階的に進めて
いきます。
▶就労訓練・就業体験
▶職業紹介など段階
　的な就労支援

ＳＴＥＰ
4

段階的な
社会参加支援

家族以外で、ひきこ
もりを経験した人同
士が集まる場などへ
の参加を続けます。
▶居場所への参加
▶集団内での交流
▶就労準備講座など

ＳＴＥＰ
3

居場所への
参 加 支 援

家族との葛藤が軽減
されると、本人の社会
への恐怖感も薄らぎ、
家族以外の他者との
交流が可能になります。
▶本人の相談
▶本人と他者との交流

ＳＴＥＰ
2

本人への
個別アプローチ

家族がひきこもりにつ
いての知識を得て、本
人に適切な対応をとる
ことで、本人と家族の
関係を改善します。
▶家族の相談
▶家族会への参加など

ＳＴＥＰ
１

家族への
アプローチ

さあ一歩前へ 段階的な支援
自室から出ない人から、コンビニ程度なら外出する人まで状態は様々です。

家族や本人の気持ちや状況などをふまえ、最適なタイミングを見計らいながら
次の４つのステップのどこから始めたらいいのかを考えましょう。

ひきこもりの人は全国で115万人。
これは100人に1人がひきこもりということ。

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
社
会
参
加

の
場
面
が
縮
ま
り
就
職
や
就
学
な

ど
自
宅
以
外
で
の
生
活
の
場
が
失

わ
れ
、
６
か
月
以
上
家
族
以
外
の

人
と
関
わ
り
が
な
い
状
態
を
広
義

の
ひ
き
こ
も
り
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
自
室
や
自
宅
か
ら

出
な
い
人
は
狭
義
の
ひ
き
こ
も
り
、

趣
味
な
ど
の
用
事
で
外
出
は
で
き

て
も
他
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
準
ひ
き
こ
も
り
と
さ
れ
、

―
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

ま
す
か

　
医
療
費
が
払
え
な
い
、
収
入

が
な
い
な
ど
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。ひ
き
こ
も
り
相
談
に
つ
い
て

は
、
本
人
か
ら
連
絡
し
て
こ
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
特
に
高

齢
の
親
御
さ
ん
か
ら
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。「
自
分
の
年
金

で
生
活
を
し
て
い
る
が
、
自
分

に
何
か
あ
っ
た
時
、子
ど
も
が
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、誰
か
と
関

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

仕
事
を
し
て
自
分
の
力
で
生
活

支
援
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
❶

自
立
支
援
相
談
員

（
生
活
福
祉
課
）

藤
本
さ
ん

要
で
あ
れ
ば
、
保
健
所
に
相
談

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
が
担
当
し
た
支
援
で
は
、市

役
所
へ
定
期
的
に
来
て
も
ら
っ

て
、
お
話
を
し
な
が
ら
パ
ズ
ル

や
フ
ウ
セ
ン
カ
ズ
ラ
の
種
取
り

作
業
な
ど
を
し
て
交
流
を
し
ま

し
た
。
仕
事
に
つ
な
が
る
一
歩
と

し
て
市
内
の
事
業
所
の
見
学
や

体
験
も
行
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

積
み
重
ね
の
中
で
少
し
ず
つ
表

情
が
明
る
く
な
っ
て
い
く
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

―
親
御
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

何
が
い
い
か
は
、
個
々
に
サ

ポ
ー
ト
内
容
が
異
な
り
ま
す
の

で
一
概
に
こ
れ
と
い
う
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
答
え
が
す
ぐ
に
み

つ
か
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
あ
せ
ら
ず
誠
意
を
持

っ
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

本
人
と
最
善
の
方
法
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。一
人
で
悩
ん
で
い
る

親
御
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
お
話

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。世

間
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
親
御
さ
ん
は
、
と
に
か
く
仕
事

を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
実
際
本
人
は
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
が
大
切
で
す
。
本
人
と
会

え
る
場
合
は
家
庭
訪
問
を
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
他
人
が
家
に
入

る
の
を
嫌
が
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

１
回
の
み
の
相
談
で
終
わ
り
、
継

続
し
た
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
家
族
の
方
か
ら
連

絡
が
ほ
し
い
で
す
。と
に
か
く
話
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
こ
か
ら
、

本
人
の
性
格
や
状
況
、
希
望
や
思

い
な
ど
を
く
み
取
っ
て
、
様
々
な
方

法
を
模
索
し
、
様
子
を
み
な
が
ら

次
の
段
階
を
考
え
て
い
き
ま
す
。相

談
の
中
で
、
医
療
的
な
支
援
が
必

広 義 のひきこもり
115.4万人/ 836人全

国 市

近所のコンビニなどには出か
けることができる。自室から
は出るが家からは出ない。自
室からほとんど出ない。

準ひきこもり
61.3万人/ 435人

全
国 市

狭義のひきこもり
54.1万人/ 401人全

国 市

普段は家にいるが趣味の用事
の時だけ外出できる。家事・
育児などで他人と関わること
がない。

※内閣府調査より（人数は推計）。

ま
ず
は
お
話
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
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プ
ラ
ッ
ツ
が
主
催
す
る
親
の

会
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

●
い
ろ
い
ろ
探
し
て
こ
こ
に
来

ま
し
た
。
ひ
き
こ
も
り
と
い
っ

て
も
様
々
。
最
初
は
ひ
き
こ
も

り
の
家
族
が
い
る
こ
と
が
恥
ず

か
し
い
し
、
自
分
だ
け
と
思
っ

て
い
た
ら
、
同
じ
よ
う
な
境
遇

を
聞
い
て
安
心
で
き
ま
し
た
。

大
変
な
経
験
だ
っ
た
け
ど
、
良

か
っ
た
か
な
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
他
人
だ
か
ら
話
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
泣
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
１
か
月

に
１
回
で
す
が
、
こ
の
親
の
会

が
あ
る
か
ら
１
か
月
や
っ
て
い

ら
れ
ま
す
。

●
医
者
や
周
り
の
人
が
正
し
た

方
が
い
い
と
、
世
間
で
は
直
し

た
方
が
い
い
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
認
め
て
く
れ
る
。
そ
れ
で

い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ

て
く
れ
る
。
否
定
し
な
い
、
む

し
ろ
強
み
だ
と
肯
定
し
て
も
ら

え
る
。
そ
れ
で
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
て
き
ま
す
。

●
人
の
こ
と
は
意
見
で
き
る
け

ど
、
自
分
の
こ
と
は
な
か
な
か

分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

●
子
ど
も
の
状
態
を
よ
く
す
る

た
め
に
と
い
う
よ
り
、
親
の
気

持
ち
が
楽
に
な
る
。
聞
い
た
り

話
し
た
り
す
る
こ
と
で
抱
え
て

い
る
肩
の
荷
を
下
ろ
せ
る
場
所
。

頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

●
色
々
な
相
談
先
に
行
き
ま
し

た
。
何
と
か
療
法
と
か
占
い
に

頼
っ
た
時
も
あ
り
ま
す
。
親
の

会
で
同
じ
よ
う
な
立
場
や
境
遇

の
人
同
士
で
話
す
と
、
と
て
も

気
持
ち
が
楽
に
な
り
参
考
に
も

な
り
ま
す
。

❶生活困窮者自立支援相談 
☎53-1111 平日 9:00～17:15
市役所内、生活福祉課に設置されている窓口
で社会参加や就労に向けた支援、家計の見
直しなどの相談を受け、それぞれに合わせた
支援や関係機関などへの案内を行っています。

❷いきいきネット相談支援センター
※連絡先は下記 平日10:00～16:30
市内7か所に配置したコミュニティソー
シャルワーカーが、生活上の困りごとや
様々な悩みの相談を受けています。

いきいきネット相談支援センター（コミュニティソーシャルワーカー）
●全小学校区（市役所人権協会内）☎090-6980-5532
●千代田・楠小学校区（千代田公民館内）☎080-1527-4629
●長野・小山田小学校区（あやたホール内）☎080-1459-3270
●三日市・川上・天見小学校区（くすのかホール内）☎090-5360-4213
●南花台・美加の台小学校区（三日市公民館内）☎090-5129-3516
●高向・天野小学校区（天野公民館内）☎090-5130-1862
●加賀田・石仏小学校区（加賀田公民館内）☎080-1457-1416

相談・支援機関一覧と
詳細はこちらから▶

大阪府ひきこもり地域支援センター
☎06-6697-2890 平日10:00～16:00
ひきこもり状態にある本人や家族からの
電話相談を受けています。

富田林保健所
☎23-2684 平日9:00～17:45
ひきこもり相談を含む、こころ
の健康・保健・医療・福祉に関
する幅広い相談を受けています。

ハローワーク河内長野
☎53-3081 平日 8:30～17:15
求人に関する相談や応募書類・面接の助言、職
業訓練のあっせんなどの支援を行っています。

サポステ（南河内地域若者サポートステーション）
☎26-9441 平日9:30～17:00（12時～13時除く）

15～49歳までの若者に対し、キャリアコンサルタ
ントによる専門的な就労相談、コミュニケーショ
ン訓練、職場体験などの支援を行っています。

定期的に実施する居場所づくりや相談など
●保護者に対するサポート
若者を理解し、共に動き出すヒントを得
るための家族対象の講座「親から始まる
１歩目セミナー」を、年１回開催していま
す。若者対象のイベントも不定期開催。
�地域教育推進課（☎54-0005）

●ひきこもり等相談（ 要予約）
原則として、毎月第２木曜日の午前10時～
正午（今月は8月20日）に社会参加に不安
がある人とその家族からの相談を、南河内
プラッツの相談員がお受けしています。
�生活福祉課

●若者のための「居場所」づくり
「家族以外と会話ができない」「何
をすればいいか分からない」そんな
若者たちが集まり、体験を通じて
社会参加への一歩を踏み出すため
の居場所づくりを月１回程度実施
しています。
▷プラっとやってみよう～石粉粘
土でアマビエ作り～
とき・ところ　８月27日㈭午後２
時～４時・キックス（要予約）
�南河内プラッツ

（☎090-9258-8177）

家庭児童相談室
☎50-4671 平日10:00～17:30

「集団になじめない」「保育園や学校等に
行きたがらない」など18歳までの子ども
にかかわる相談を広く受けています。

本人と
その家族

▼つながる相談機関 相談者の背景や状況を考慮し、各機関が連携して支援をします。

ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
？

　
家
族
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
て
、「
対
応

の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」、「
ど
こ
に
行

け
ば
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
場
合
は
、
ま
ず
市
の
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談（
下
図
❶
）や
、

地
域
の
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
下
図
❷
）な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
状
況
に
あ
わ
せ
た
支
援
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
の
が
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人

の
ご
家
族
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
す
で
に

本
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
て
い
ま

す
。
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と

し
て
い
た
り
、
相
談
機
関
を
利
用
し
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
ご
家
族
に
と

っ
て
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。相

談
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る

の
か
恥
ず
か
し
い
、
相
談
し
て
も
解
決

し
な
い
の
で
は
な
い
の
か
な
ど
不
安
や

焦
り
が
あ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

戸
惑
い
の
気
持
ち
も
含
め
て
相
談
機
関

に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
族
か
ら
の
相
談
が
、
ご
本
人
に

良
い
影
響
を
与
え
る
第
一
歩
に
な
り
ま

す
。
勇
気
を
も
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
族
の
声

　
こ
の
組
織
は
、
今
か
ら
約
30

年
前
に
ひ
き
こ
も
り
の
子
を
持

つ
親
御
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
立
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。当
時
も
、親

は
自
分
亡
き
後
の
こ
と
を
心
配

し
切
実
な
思
い
か
ら
集
い
語
り

合
い
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は

親
と
の
面
談
、
セ
ミ
ナ
ー
、
親

の
会
、
家
庭
訪
問
、
15
歳
か
ら

40
歳
代
く
ら
い
ま
で
の
若
者
の

た
め
の
居
場
所
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
居
場
所
で
は
、
ア
ー
ト
、
農

業
、
料
理
、
運
動
、
音
楽
な
ど

を
通
じ
て
、
第
三
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
、

社
会
参
加
や
自
立
へ
と
向
か
い
ま

す
。

―
活
動
の
特
徴
は
？

　
自
信
を
失
っ
た
若
者
た
ち
に
と

っ
て
ま
ず
必
要
な
の
は
、
社
会
を

生
き
抜
く
土
台
と
な
る
力
で
す
。

そ
こ
で
、
家
族
の
思
い
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
急
が
せ
ず
一
歩
一
歩

と
着
実
に
進
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
社
会
参
加
を
支

え
る
一
方
で
、
親
と
の
面
談
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
親
も
ま
た
色
々

な
し
ん
ど
さ
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
最
後
ま
で
一
緒
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
や
展
望
は
？

　
若
者
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
社

会
に
出
さ
な
い
の
で
は
な
く
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
大
人
に
関
わ

っ
て
も
ら
え
る
機
会
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。「
ひ
き
こ
も
り

は
病
気
で
は
な
い
、怖
く
な
い
」

と
い
う
理
解
を
広
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

―
悩
ん
で
い
る
家
族
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を

　
今
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
に

い
き
な
り
就
職
の
話
を
す
る
の

は
逆
効
果
で
す
。
ま
ず
は
、
な

ん
で
も
い
い
の
で
好
き
な
こ
と
、

興
味
の
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
交
友

関
係
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
日
々
、
成
長
や
変
化
を
遂
げ

て
い
き
ま
す
。「
人
と
目
を
合
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
家

族
と
の
会
話
が
増
え
た
」、「
電

車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」な

ど
数
字
に
は
表
れ
に
く
い
成
果

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
や
が
て
、

仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
い
き
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
は
親
御
さ
ん
、
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

話
せ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
親
が
一
歩
踏
み
出
し
て
く

だ
さ
い
。

好
き
な
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う

南
河
内
プ
ラ
ッ
ツ

石
田
さ
ん

ま
ず
は
こ
こ
に
相
談

支
援
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
❷

ひきこもりの現状と支援特集2
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安
全
安
心

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
災
害
時
や
緊
急
事
態
時
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急

情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防
災
行

政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
８
月
５
日
㈬
午
前
11
時

�
危
機
管
理
課

消
火
器
を
処
分
す
る
と
き
は

　
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
消
火
器

は
一
般
の
ご
み
で
は
出
せ
ま
せ
ん
。

消
火
器
の
処
分
は
、（
一
社
）
日
本

消
火
器
工
業
会
が
地
域
の
販
売
代

理
店
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

①
市
内
の
特
定
窓
口

　
輝ひ

か
り

電
気
防
災
設
備
（
小
塩
町
37

の
３
、
☎
62
・
３
０
５
８
）
▽
直

接
持
ち
込
む
か
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

②
最
寄
り
の
指
定
引
取
場
所

　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
大
阪
工

場
（
堺
市
美
原
区
木
材
通
２
の
２

の
38
、
☎
０
７
２
・
３
６
１
・
５

９
１
１
）
▽
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

③
ゆ
う
パ
ッ
ク

　
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

１
２
０
・
８
２
２
・
３
０
６
）
▽

回
収
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
費
用
な
ど
は
事
前
に
各
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

宝
く
じ
助
成
金
で
Ｖ
Ｒ
消
火
訓
練

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
購
入

　
市
で
は
、（
一
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
宝
く
じ
助
成
を
受

け
、
Ｖ
Ｒ
消
火
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
（
セ
ン
サ
ー
内
蔵
訓
練
用
消

火
器
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
Ｖ
Ｒ
（V

irtual Reality

）

の
３
６
０
度
画
像
に
よ
る
火
災
画

像
を
用
い
て
多
様
な
火
災
現
場
を

再
現
し
、
効
果
的
な
消
火
訓
練
が

実
施
で
き
る
も
の
で
す
。今
後
、防

火
教
室
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。

�
予
防
課

新
市
議
に
橋
上
和
美
氏

　
市
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
橋
上

和
美
氏
（
58
歳
）
が
当
選
し
ま
し

た
。
橋
上
氏
は
初
当
選
で
所
属
会

派
は
大
阪
維
新
の
会
。
住
所
は
向

野
町
１
１
４
番
地
、
任
期
は
令
和

４
年
４
月
28
日
ま
で
。

�
議
会
総
務
課

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
が
7
月
12
日
に
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
島
田
智
明
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
46
・
96
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
欠
員
に
と
も
な
う
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
も

同
日
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
橋
上
和
美
氏
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
投
票
率
は
46
・
94
％
で
し
た
。

�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

「
こ
ど
も
１
１
０
番
」
月
間

　
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
「
こ

ど
も
１
１
０
番
」
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
の
み
な

さ
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

事
業
所

創
業
セ
ミ
ナ
ー

●
事
業
の
立
ち
上
げ
を
支
援

　
創
業
に
必
要
な
経
営
・
財
務
・

人
材
育
成
・
販
路
開
拓
な
ど
に
関

す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
し

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
、
市

が
発
行
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
と
、
起
業
家
支
援
事
業
補
助

委員会名 委員長 副委員長

議会運営委員会 桂 聖 峯 満寿人

総務常任委員会 宮本 哲　 中村 貴子

都市環境・経済常任委員会 山本 一男 土井 昭

福祉教育常任委員会 堀川 和彦 原 歴史

予算常任委員会 中村 貴子 駄場中 大介

決算常任委員会 土井 昭 工藤 敬子

広報委員会 奥村 亮 原 歴史

金
の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

融
資
や
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付

融
資
で
の
優
遇
措
置
、
登
録
免
許

税
の
軽
減
な
ど
様
々
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
８
月
22
日
㈯
午
後
１
時
～

５
時
、
29
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ
▽
29

日
は
交
流
会
の
た
め
昼
食
代
１
０

０
０
円
が
必
要

と
こ
ろ　
市
商
工
会
（
昭
栄
町
）

内
容　
事
業
計
画
の
書
き
方
、
資

金
管
理
、
経
理
処
理
、
集
客
方
法
、

採
用
な
ど
の
説
明
、
個
別
相
談

※
創
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
創
業

間
も
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
市
商
工
会
（
☎
53
・
９
９
０
０
）

●
起
業
家
支
援
事
業
補
助
金

　
起
業
す
る
時
、
ま
た
は
起
業
後

に
必
要
な
広
告
宣
伝
費
の
半
額
を

補
助
し
ま
す
。

上
限
額　
５
万
円

※
条
件
な
ど
の
詳
細
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
産
業
観
光
課

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
）
は
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。
制
度
内
容
な
ど
詳
し
く

は
中
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部（
☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４
）

食
品
営
業
の
届
出
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　
６
月
１
日
か
ら
、
①
許
可
業
種

以
外
の
食
品
の
製
造
業
、
②
容
器

包
装
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
食
品

の
販
売
、
③
温
度
管
理
が
必
要
な

食
品
の
販
売
な
ど
は
保
健
所
へ
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ

ゆ
る
八
百
屋
、米
屋
、製
茶
業
、乾

燥
野
菜
の
製
造
、
た
け
の
こ
の
水

煮
な
ど
も
届
出
の
対
象
で
す
。

※
届
出
が
必
要
な
業
種
は
多
岐
に

渡
る
た
め
、
該
当
す
る
か
ど
う
か

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�
富
田
林
保
健
所
衛
生
課

（
☎
23
・
２
６
８
２
）

丹羽実 副議長 三島克則 議長

橋上和美氏

市長選挙・市議会議員補欠選挙の選挙結果

・市長の任期
　令和２年８月３日～令和６年８月２日
・市議の任期
　令和２年７月13日～令和４年４月28日

候補者氏名（届出順） 得票数

島 田 智 明 24,358

浦 尾 雅 文 17,291

◉市議会議員補欠選挙

候補者氏名（届出順） 得票数

橋 上 和 美 29,099

早 崎 武 5,239

新 西 宏 之 5,235

議
会
選
出
の
監
査
委
員
が
決
ま
る

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
自

民
党
の
奥
村
亮
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

�
監
査
委
員
事
務
局

市
議
会
役
員
が
改
選

●
正
・
副
議
長
な
ど
が
選
ば
れ
る

　
６
月
の
市
議
会
定
例
会
で
正
・

副
議
長
を
は
じ
め
、委
員
会
の
正
・

副
委
員
長
な
ど
の
役
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
公
明

党
の
三み

島し
ま
克か
つ
則の
り
氏
（
50
歳
）、
副
議

長
に
は
日
本
共
産
党
の
丹に

羽わ

実
み
の
る

氏
（
65
歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
三
島
克
則
氏
は
３
期
目
。
副
議

長
、
監
査
委
員
、
総
務
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
住
所
は

河
内
長
野
市
高
向
８
３
８
の
１
で

す
。
丹
羽
実
氏
は
７
期
目
。
監
査

委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
住
所
は
河
内
長
野
市

旭
ケ
丘
19
の
24
で
す
。

　
ま
た
、
改
選
さ
れ
た
委
員
会
の

正
・
副
委
員
長
は
左
表
の
と
お
り

に
な
り
ま
し
た
。

�
議
会
総
務
課

▲子どもの保護に協力していた
だける家庭は連絡してください。

相 

談

健
康

催
し・講
座

障
が
い
者

教
育

暮
ら
し

保
険・年
金

募 

集

ス
ポ
ー
ツ

税
金

自
治
会

就
労

人
権

高
齢
者

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

安
全
安
心

事
業
所
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令
和
元
年
度
の
「
中
世
に
出

逢
え
る
ま
ち
～
千
年
に
わ
た
り
護

ら
れ
て
き
た
中
世
文
化
遺
産
の

宝
庫
～
」
に
引
き
続
き
、　
宇
陀

市
（
奈
良
県
）、
九
度
山
町
・
高

野
町（
和
歌
山
県
）と
連
携
し
て

申
請
し
て
い
た「
女
性
と
と
も
に

今
に
息
づ
く
女
人
高
野
～
時
を

超
え
、時
に
合
わ
せ
て
見
守
り
続

け
る
癒
し
の
聖
地
～
」が
文
化
庁

か
ら
、
令
和
２
年
度
の「
日
本
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
も
連
携
し
和
歌
山

県
が
代
表
し
て
申
請
し
て
い
た

「『
葛

か
つ
ら

城ぎ

修し
ゅ

験げ
ん

』
─
里
人
と
と
も
に

守
り
伝
え
る
修
験
道
は
じ
ま
り
の

地
」
も
同
時
に
認
定
さ
れ
、
本
市

で
は
３
つ
め
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
文
化
庁
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
連
携
自
治
体
と
協

力
し
て
広
域
観
光
で
の
誘
客
、市

内
外
で
の
普
及
啓
発
な
ど
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

�
文
化
財
保
護
課
ま
た
は
産
業

観
光
課

ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

　

高
野
山
は
、
近
代
ま
で
「
女に

ょ

人に
ん

結け
っ

界か
い

」
が
定
め
ら
れ
、
境
内
で
の

女
性
た
ち
の
参
拝
は
叶
わ
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
女

性
た
ち
の
、
身
内
の
冥め

い

福ふ
く

を
祈
る

声
、
明
日
の
安
ら
ぎ
を
願
う
声
を

聴
い
て
い
た
、「
女
人
高
野
」
と
呼

ば
れ
る
お
寺
が
あ
っ
た
。

　

優
美
な
曲
線
を
描
く
お
堂
の
屋

根
、
静
か
に
願
い
を
聴
い
て
い
る
柔

和
な
お
顔
の
仏
像
、
四
季
の
移
ろ
い

を
映
す
周
囲
の
樹
々
、
こ
れ
ら
が
調

和
し
た
空
間
を
『
名め

い

所し
ょ

図ず

会え

』
は
見

事
に
実
写
し
、
表
現
し
た
。
そ
こ

に
描
か
れ
た
「
女
人
高
野
」
は
時

を
超
え
、
時
に
合
わ
せ
て
女
性
と

と
も
に
今
に
息
づ
き
、
訪
れ
る
女

性
た
ち
を
癒
し
続
け
て
い
る
。

　
今
年
も
猛
暑
の
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
お
宅
を

訪
問
し
て
い
る
と
、
夏
の
暑
さ

で
急
激
に
体
力
が
落
ち
て
し
ま

う
方
と
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
が
、

食
欲
不
振
に
よ
る
低
栄
養
。
今

年
の
夏
は
低
栄
養
を
予
防
し
て
、

体
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
元
気

に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
低
栄
養
を
予
防
す
る
食
事
の

工
夫

①
食
事
の
量
が
少
な
く
な
っ
た

＝
す
ぐ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に

陥
り
、
筋
肉
が
減
っ
て
痩
せ
て

し
ま
う
の
で
要
注
意
で
す
。
好

暑い夏☀
体力を落とさないための

食生活

～介護予防コラム～
いつまでも こころ豊かに このまちで③

ここ半年間で体重が２～３㎏減少
した、という人は低栄養に陥って
いる可能性があります。親指と人
差し指で指輪っかをつくり、ふく
らはぎの一番太いところを囲んだ
ときにどうなるか確認しましょう。

●低栄養になっていませんか？指輪っかテスト

出典：認定栄養ケア・ステーションNPO法人はみんぐ南河内作成資料「地域におけるフレイル予防活動実践！マニュアル」国立長寿医療研究センター

き
な
も
の
を
少
し
ず
つ
回
数
多

く
食
べ
る
、
間
食
を
す
る
、
の

ど
ご
し
の
よ
い
も
の
・
香
辛
料

な
ど
食
欲
を
誘
う
香
り
の
も
の

を
選
ぶ
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

②
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
ば
か
り

を
食
べ
た
く
な
る
＝
た
ん
ぱ
く

質
と
脂
質
が
不
足
し
が
ち
に
な

り
ま
す
。
1
日
3
食
、肉
・
魚
・

卵
・
大
豆
製
品
を
摂
る
、
牛
乳

を
使
う
、
油
で
炒
め
る
料
理
を

増
や
す
、
サ
ラ
ダ
に
ノ
ン
オ
イ

ル
で
は
な
い
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
る
な
ど
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

③
果
物
や
生
野
菜
、
肉
類
が
少

な
い
＝
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル

類
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
き
な
こ
、
コ

コ
ア
、
す
り
ゴ
マ
、
栄
養
補
助

食
品
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

④
固
い
も
の
や
パ
サ
つ
く
も
の

が
食
べ
に
く
い
＝
糖
質
に
偏
り

筋
肉
量
が
落
ち
や
す
く
な
り
ま

す
。
お
造
り
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
食
べ
や
す
い
も
の
で
体
重
の

維
持
を
。
よ
く
噛
む
、
よ
く
話

す
、
よ
く
笑
う
な
ど
口
を
動
か

し
、
ケ
ア
も
忘
れ
ず
に
。

囲めない ちょうど囲める 隙間ができる 隙
間
が
で
き
る
人
は

要
注
意
！
筋
肉
量
が

少
な
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

高
齢
者

コ
グ
ニ
で
脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
を
と
り
い
れ
て
、
頭

を
使
い
な
が
ら
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
も
の
忘
れ
の
心
配
が
あ
る

65
歳
以
上
の
市
民
で
、
す
べ
て
の

回
に
参
加
で
き
る
人

と
き　
９
月
17
日
～
12
月
３
日
の

木
曜
日
▽
時
間
は
午
前
９
時
45
分

～
11
時
45
分
▽
12
回
シ
リ
ー
ズ　

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
20
人
（
選
考
▽
初
参
加
者

優
先
）

申
込　
８
月
17
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
高
齢
福
祉
課

は
じ
め
て
ジ
ム
体
験
教
室

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
を

使
っ
た
健
康
づ
く
り
の
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

対
象　
は
じ
め
て
教
室
に
参
加
す

る
65
歳
以
上
の
市
民

と
き　
９
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
21

日
㈷
午
前
９
時
15
分
～
11
時
15
分

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル（
フ

ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

定
員　
15
人
（
抽
選
）

申
込　
８
月
14
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

�
高
齢
福
祉
課

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い

　
近
畿
財
務
局
に
よ
る
特
殊
詐
欺

の
手
口
と
対
策
の
話
の
ほ
か
、
日

常
生
活
上
の
困
り
ご
と
の
情
報
交

換
を
し
ま
せ
ん
か
。 

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

※
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
初
め
て
利
用

す
る
人
は
利
用
証
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
保
険
証
、
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

と
き　
８
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ
バ

錦
渓
苑

定
員　
40
人(

先
着
順)

申
込　

８
月
７
日
か
ら
左
記
へ

（
月
曜
日
、
８
月
11
日
を
除
く
）

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ
バ
錦
渓
苑　

　
　
　
　
　
（
☎
65
・
０
１
２
３
）

日本遺産とは───
他の地域より特筆される、世代を
超えて受け継がれてきた地域の歴
史的魅力や特色をわかりやすく文
章化したストーリーとともに、スト
ーリーを活かした地域づくりの将来
像とその方策を示した地域活性化
策を文化庁が認定する制度。

女人堂(和歌山県高野町) 慈尊院の絵馬(和歌山県九度山町) 室生寺 国宝 五重塔(奈良県宇陀市)

天野山金剛寺 多宝塔　　　　　　　　　　　　　　国宝 三尊像　　　　　　　　　　　　　 金堂

相 

談

健
康

催
し・講
座

障
が
い
者

教
育

暮
ら
し

保
険・年
金

募 

集

ス
ポ
ー
ツ

税
金

自
治
会

就
労

人
権

高
齢
者

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

安
全
安
心

事
業
所
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煙が上がる清掃工場と、消火の様子

　
６
月
４
日
、
南
河
内
環
境
事
業

組
合
第
１
清
掃
工
場（
富
田
林
市
）

の
粗
大
ご
み
処
理
施
設
で
、
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
に
よ
り

現
在
、
同
工
場
粗
大
ご
み
処
理
施

設
で
は
処
理
が
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
内
容
に
つ
い
て
、

分
別
や
出
し
方
に
ご
注
意
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ガ
ス
ボ
ン
ベ
＝
収
集
で
き
ま
せ

ん
。
取
扱
店
な
ど
へ
引
き
取
り
を

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

◎
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
＝
中
身
を
使
い
切
り
、
資
源
ご

み
（
カ
ン
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ラ
イ
タ
ー
＝
中
身
を
使
い
切
り
、

も
え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ス
ト
ー
ブ
＝
灯
油
な
ど
の
燃
料

を
抜
い
て
、
も
え
な
い
ご
み
・
粗

大
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
携
行
缶
＝
中
身
を
空
に
し
て
、

も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
乾
電
池
で
作
動
す
る
製
品
＝
電

池
を
取
り
外
し
、も
え
な
い
ご
み
・

粗
大
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
充
電
池（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
）を
使
用
し
た
製
品
＝
充
電
池

を
取
り
外
し
、
も
え
な
い
ご
み
・
粗

大
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
充
電

池
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
１
階
に
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
環
境
衛
生
課

ご
み
置
き
場
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

　
市
で
は
、
ご
み
置
き
場
か
ら
粗

大
ご
み
や
資
源
ご
み
を
許
可
な
く

持
ち
去
る
行
為
を
防
ぐ
た
め
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ

る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
事
前
回
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み

な
ど
を
持
ち
帰
っ
た
場
合
は
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
持

ち
去
り
禁
止
の
貼
紙
（
下
図
）
を

す
る
と
一
定
の
抑
止
効
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
し
、
資

源
ご
み
や
粗
大

ご
み
に
添
付
い

た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
持
ち
去
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
電
化
製
品
は
で
き
る
だ
け

指
定
日
の
朝
に
出
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

道
路
に
は
み
出
し
た

木
々
の
剪
定
を

　
私
有
地
の
庭
木
や
生
垣
、
山
林

の
樹
木
な
ど
が
車
道
や
歩
道
に
は

み
出
す
と
、
通
行
し
づ
ら
い
だ
け

で
な
く
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
が
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
剪せ

ん

定て
い

や
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
私
有
地
か
ら
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
は
市
の
所
有
権

が
な
い
た
め
市
で
剪
定
や
伐
採
が

で
き
ま
せ
ん
。

�
道
路
課

●
飼
い
猫
は
室
内
で
飼
育
を

　
猫
は
一
日
の
大
半
を
屋
内
で
過

ご
し
ま
す
が
、屋
外
に
出
る
と
、他

人
の
家
に
入
り
込
ん
で
フ
ン
を
し

た
り
、
花
壇
を
荒
ら
し
た
り
し
て

迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、感

染
症
に
か
か
っ
た
り
、
猫
に
と
っ

て
も
悪
い
結
果
を
招
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
飼
い
猫
は
室
内
で
飼

う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
猫
に
エ
サ
を
あ
た
え
る
前
に

◎
そ
の
猫
を
飼
う
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？

◎
そ
の
猫
は
本
当
に
お
腹
が
減
っ

て
い
ま
す
か
？

◎
猫
の
ふ
ん
尿
や
爪
と
ぎ
で
困
っ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
エ
サ
を
も
ら
い
、
生
活
の
サ
イ

ク
ル
が
安
定
す
る
と
繁
殖
も
容
易

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
屋
外
で

生
活
す
る
こ
と
は
、
感
染
症
の
可

能
性
が
増
え
、
交
通
事
故
や
野
生

動
物
に
襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
も
高
く

な
り
ま
す
。
屋
外
で
生
活
す
る
猫

が
増
え
る
こ
と
は
い
い
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
？

●
「
地
域
猫
活
動
」を
ご
存
知
で

す
か
？

　
野
良
猫
に
よ
る
被
害
を
な
く
す

た
め
に
、
人
と
猫
が
共
に
暮
ら
す

ま
ち
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
地

域
猫
活
動
」
と
は
、
地
域
に
住
み

つ
い
て
い
る
猫
を
地
域
住
民
の
合

意
に
基
づ
い
て
、
地
域
で
管
理
し

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。「
地
域
猫

活
動
」
の
主
な
ル
ー
ル
は
、
①
避

妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
②
エ
サ
や

り
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
③
ト
イ
レ

の
場
所
を
決
め
る
④
エ
サ
の
食
べ

残
し
や
フ
ン
の
掃
除
な
ど
を
励
行

し
、生
活
環
境
の
汚
染
を
防
ぐ
、の

４
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
良
猫
の
寿
命
は
数
年
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
で
猫

を
き
ち
ん
と
管
理
で
き
れ
ば
、
数

年
で
そ
の
地
域
か
ら
野
良
猫
は
い

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
猫
を
排
除
す

る
の
で
は
な
く
、
猫
が
そ
れ
以
上

増
え
な
い
よ
う
に
、
そ
の
地
域
で

「
所
有
者
の
い
な
い
猫
＝
野
良
猫
」

を
適
正
に
管
理
し
な
が
ら
共
に
生

き
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
域
で
も
、こ
の
活

動
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
活
動
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
大
阪
府
動
物
愛
護
管

理
セ
ン
タ
ー
（
ア
ニ
マ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
大
阪
）
羽
曳
野
市
尺
度
５
３

番
地
の
４（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・

８
２
１
２
）
ま
で
。

�
環
境
政
策
課

保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
の
日
曜
臨
時
窓
口

●
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

　
健
康
保
険
料
の
納
付
、
納
付
相

談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
８
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
市
役
所

※
午
後
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▽
必
要
書
類

な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
険
医
療
課税　

金

税
金
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

●
市
・
府
民
税
第
２
期
分

　
８
月
31
日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
（
納
付
額
30

万
円
以
下
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
も
可
）
な
ど
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。

�
税
務
課

●
個
人
事
業
税
第
１
期
分

　
８
月
31
日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。

ま
た
、
便
利
で
安
心
・
安
全
な
口

座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
南
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

自
治
会

自
治
会
活
動
環
境
整
備
事
業

補
助
金
制
度

　
自
治
会
活
動
に
必
要
な
備
品
の

購
入
に
要
す
る
経
費
の
半
額（
限
度

額
30
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
協
議
が
必
要
で
す
の
で
、

令
和
３
年
度
中
に
補
助
金
の
交
付

を
希
望
す
る
自
治
会
な
ど
は
８
月

末
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
自
治
協
働
課

集
会
所
整
備
事
業
補
助
金
制
度

　
自
治
会
な
ど
で
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
活
用
し
て
い
る
集
会
所
を

整
備
（
新
築
・
改
修
・
耐
震
補
強
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
）
す
る
経
費

の
半
額
～
３
分
の
１
を
補
助
し
て
い

ま
す
。（
上
限
１
２
０
０
万
円
）

　
令
和
３
年
度
中
に
整
備
を
予
定

し
て
い
る
自
治
会
な
ど
は
８
月
末

ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
計
画

が
数
年
先
で
も
新
築
や
大
規
模
改

修
な
ど
多
額
の
費
用
を
要
す
る
場

合
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
自
治
協
働
課

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
制
度

　
街
頭
犯
罪
や
侵
入
盗
な
ど
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
新
た
に
設
置
す
る
自
治
会
な

ど
に
設
置
費
用
の
半
額
（
上
限
20

万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
令
和
３
年

度
中
に
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す

る
自
治
会
な
ど
は
８
月
末
ま
で
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
自
治
協
働
課

小型充電式電池（リチウムイオン電池等）の
拠点回収を開始

　市では、火災の原因となるリチウムイオン
電池の回収とリサイクルを行っています。市
役所１階に回収ボックスを設置しています。
対象の電池は、デジカメ、ビデオカメラ、ゲー
ム機、モバイルバッテリー、コードレス電話、
電動アシスト自転車、シェーバーなどに使用
されている「ニカド電池」「ニッケル水素電池」

「リチウムイオン電池」です。3 つのリサイク
ルマークが目印です（下図）。
※電池以外は粗大ゴミで出してください。
�環境衛生課

ニカド電池 ニッケル水素電池 リチウムイオン電池

正
し
い
ご
み
の
分
別
お
よ
び

捨
て
方
に
ご
協
力
を

猫
に
つ
い
て

考
え
よ
う

暮
ら
し

相 

談

健
康

催
し・講
座

障
が
い
者

教
育

暮
ら
し

保
険・年
金

募 

集

ス
ポ
ー
ツ

税
金

自
治
会

就
労

人
権

高
齢
者

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

安
全
安
心

事
業
所



1617 広報かわちながの 2020年（令和２年）８月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

市民総合体育館でバレーボール大会が開催
されました。男子 4 チーム、女子 9 チーム
が参加し、熱い闘いを繰り広げました。参

加者は「自粛のため、チームメンバー揃っての練習が
できなかった。普段より身体が動かなかったが、久々
に楽しめました」と話していました。
主催者は、感染拡大を防ぐため、観客は家族のみとし、
定期的にアルコール消毒をしていました。また選手も
ハイタッチを控え肘タッチ（肘同士でタッチ）をする
など感染拡大防止に努め、生活様式の変化が感じら
れました。

久しぶりに仲間と運動を楽しむ
市民スポーツ大会バレーボール大会

6
28

KAWA
CHINAGANO CITY

図書館で「英語のおはなし会」が開催され、
家族ら 11 人が参加しました。
当日は図書館司書と国際交流協会のネイ

ティブ講師が日本語と英語で掛け合いしながら、絵
本の読み聞かせや手遊びなどを行いました。参加し
た藤澤さん親子は「LINE で情報を見つけて参加し
ました。英語のイベントがもっと増えたらいいです
ね」と笑顔で話していました。

英語で絵本の読み聞かせ
英語のおはなし会

7
12河内長野市日本遺産推進協議会が文化庁か

ら補助金を受け、日本遺産の PR を目的に制
作したラッピングバスが完成しました。南

海バスが運行する路線バスのうち、主に河内長野市か
ら市外へ出発するバス（２台）と堺市内を走るバス（１
台）がラッピングされています。また、窓にステッカ
ーを貼っているバスも市内を運行しています。

中世に出逢えるまちをアピール
日本遺産のまちPRバスが登場

5
28

関西サイクルスポーツセンターから、電動
自転車５台が寄贈されました。同センター
の森本龍男理事長は「新型コロナウイルス

感染症に負けないよう、健康維持のためにもサイク
リングしてみませんか」と話していました。市では
道の駅「奥河内くろまろの郷」のレンタサイクルと
して活用します。ぜひご利用ください。

道の駅のレンタサイクルが充実
関西サイクルスポーツセンターが自転車を寄贈

6
5

木根館で「石窯ピザ＆時計づくり体験」が開催され、時間や場所を分けるなど感
染防止に配慮するなか、家族など数組が参加しました。これは「おおさか河内材」
を活用したイベントで、時計づくりでは材料に、石窯ピザでは燃料に使ってい

ました。ピザには市内で収穫した野菜も使われ、おいしそうにほおばる姿が見られました。
協力店「石窯ピッツァ・アンソニー」を営む薮下利広さんは「おおさか河内材の利用方法
をもっと広げていきたい」と意気込んでいました。

地元素材の使い方いろいろ
木根館での石窯ピザ＆時計づくり体験

6
21


